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１．はじめに  これまでの商学研究所の活動の位置づけ    
２ 地域に根ざす大学の役割 
 ２－１．大学の多様な経営資源をどう活かすのか 
 ２－２．研究者としての関与の軸足 ―消費者教育の社会化― 
３．三年間の専修大学商学研究所の活動経緯 （H14 年度～H16 年度） 
  統一活動テーマ：「大学と地域の共生」、2004 年度テーマ「生田緑地の活性化」 
 ３－１．「コミュニティ倶楽部」（川崎市多摩区役所と連携） 
 ３－２．研究会活動、施策概要の調査活動 多摩区の重点課題抽出  
 ３－３．学生参画活動･･･授業「マーケティングリサーチ」ならびに HEIB 講座での活動 




１．はじめに  これまでの商学研究所の活動の位置づけ 
これまで，商学研究所の実態調査プロジェクトでは「大学と地域の共生」というテーマの
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 2002 年度 
１．プロジェクトメンバーの問題意識の共有   
２．区政担当者との定例ミーティング 
３．研究会開催 等 
（１）「街づくり」授業の事例研究; 国立市における 一橋大学事例 








































































































































但し、活動する人の印；○ 市民   △ 企業人    ● 大学人 














































■『専修大学商学研究所報』第 35 巻第７号（2004） 
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   ⇒ 多摩区の情報ルートの確認 
 ⇒ 多摩市民の地域活動の単独、相互関係、位置づけの把握 
■ プロジェクトメンバーの問題意識の共有 
 ＜メンバーの関心事の着地点を探る、基礎的な地域学習＞ 
   ⇒ 多摩区への関心が深まる 
   ⇒ 関与の姿勢、実行可能性の想定 
 ■ コミュニティ倶楽部の発展性 











研究会 1 「街づくり」授業の事例研究; 国立市における一橋大学の事例研究   
①人間環境キーステーション構想、 ② ４大学連合･複合領域「生活空間研究」 
③産・学・公・市民の交流、協働の場「総合大学サテライト」教室、④企業家精神醸成
教育「Pro-K」（商店街との連携、地域活性事業策、学生起業家選手権の開催）の展開等。 
 研究会 2 「KS パートナーシップ」と「学外特別研修」について専修大学の事例研究 
①「KS パートナーシップ」（川崎市と相互連携の教育プログラム）の実情 
②「学外特別研修 （インターンシップ）」経済学部の展開内容の紹介等。 
研究会 3 「地域活性化のための市民活動支援の施策について」（株）三菱総合研究所渡辺靖 
①検討対象とする市民活動、②市民活動をめぐる関係団体の強み・弱み、③市民活動支
援の実際、④市民活動支援の方向性等。 
 ■ 施策概要の調査 
 主として、以下の報告書、資料を対象に調査を行った。 
 ①『輝け多摩 －多摩区区作り白書』1997 年 ⇒ 区民と行政のパートナーシップ活動 
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 ②「のぼりとゆうえん隊」2003 年 ⇒「登戸地区商業ビジョン基本計画検討委員会」活動 
 ③ 川崎市政策課題研究報告書『まちを観る～「都市観光」をキーワードとした地域文化
の再発見と地域振興』 他 
  ⇒多摩区の都市観光、自然資源の活用 ⇔「生田緑地」の再生への想いを確認 
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３－４．多摩区行事･･･多摩区民祭と連携した商学部 40 周年記念行事から 
 専修大学商学部創設 40周年、商学教育 100 周年を記念して 2004 年 11 月に学生主体の地域
イベントを開催した。 
■ シンポジウム・イベント開催 
 ◇ イベント「専修ナビ；生田緑地スタンプラリー」 
   大学生が主体的に地位行事とかかわり、地域イベントを企画･実施したものである。  
 ◇ 商学部記念公開シンポジウム開催 （商学部・商学研究所共催） 
  「学校と市民がつくる地域の未来～高校･大学生によるまちづくり成功体験」 
   ⇒ 学生の地域への覚醒・参加型教育効果、環境教育への発展 
     川崎市の最大級の自然資源「生田緑地」を通した環境教育、主体的活動 














































［課題］   
 ■ 事業との連携について 
（地元中小企業や商業活動とのマッチング、起業化支援プロセスの立案等） 
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資料 
１．多摩区区づくり白書策定委員会発行、1997、『輝け多摩 －多摩区区作り白書－』 
２．川崎市総合企画局政策部、2003、『平成１４年度政策課題研究Ａチーム「まちを観る～
『都市観光』をキーワードとした地域文化の再発見と地域振興報告書」 
３．川崎市経済局商業観光課（のぼりとゆうえん隊事務局）、2003、「のぼりとゆうえん隊
とは」（活動資料集より） 
 
 
 
